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●小倉百人一首の二番目に置かれた、教科書にも載っている有名な持統天皇の和歌です。百

人一首はその歌が詠まれた順番に並んでいると思われるので、父である天智天皇の「秋の田

のかりほの庵の苫をあらみ我が衣手は露にぬれつつ」の次に置かれているのでしょう。

●この歌が詠まれた季節はちょうど今頃かと思われます。今年の５月５日から２０日までを

二十四節気では「立夏」と名付けられています。春分と夏至の中間で、昼夜の長短を基準に

季節を区分する場合、この日から立秋の前日までが夏となります。実際の気候の感覚からは

外れますが、昼夜の長さを基準にすれば大変合理的な季節区分だと思います。実際の暑さは

夏至を過ぎてから約１ヶ月遅れでやってくることは経験でもデータでも明らかなはずです。

●立夏の頃は五月晴れと現代では誤用される爽やかな風が吹き、晴れて過しやすい日が続き

ます。この和歌は天の香具山に白い衣が干されてたなびく姿を見て、夏の到来の喜びを詠っ

たものです。爽やかな初夏の緑と白い衣のコントラストが鮮やかで，光景が目に浮かびます。

●1500年以上前の天の香具山と今とでは風景も全く違うものになっているはずです。持統天

皇の詠んだとおりの光景を現代に再現することは不可能でしょう。しかし私たちの脳裏、瞼

の裏にはその光景を映し出すことは可能です。実際私たちはこの歌を読んで立夏の情景を心

象風景としてイメージしているからこそ、この歌に価値を見いだすことができるのでしょう。

●イメージは想像力が作り出すもの。書かれた言葉、話された声、鳴らされた音の響きなど、

様々な他者の発信を想像力によってある光景（メッセージ）を自分の中に映し出すこと、そ

れがイメージです。全てを事実、現実として目の前に目に見える映像の形で示されることに

馴れ切ると、自分の中でイメージを作り出す力が衰えてしまいます。異なる時空や立場や境

遇などの様々なありのままは、視覚に見えるだけでなく想像力の鏡に映し出しててみること

で観えてくるものもあるはずです。木 金 土 日

13時半から

15

6月1日

2 3 4 5 6 7 8
写経会

読書会

13時半から

26 27 28 29 30 31

19 20 21 22 23 24 25

読書会

13時半から

5月・6月スケジュール
8 9 10 11

火 水

12 13 14 16 17 18

春過ぎて夏来にけらし 白妙の
衣干すてふ天の香具山 持統天皇



狂言綺語…メッセージ
十年くらい前になるでしょうか、４月の終わりに中央高速の山間部を移動中、所々に咲く山桜の木に藤の
花が垂れ下がっている光景に目を奪われたことがあります。桜と言えばソメイヨシノとばかり思っていた私
は、花が最初に咲き、散った後に葉が芽吹き、その後に藤の花や様々な春の花が咲くと思っていたのです。
しかし冷涼な山間地に入ると山桜も藤の花も同時に咲き、若葉の芽吹きもまた同時であることを知りました。
若葉の黄緑の山を背景に山桜のピンクの控えめな花弁と藤のこれも控えめなうす紫の花弁が調和した姿は、
山が生きている事を実感できる光景でした。残念ながら私にはこの感動を言葉や画布や音符に留める才があ
りませんので、未だにそれを表現する術がありませんが、ただその時の光景は私の中にメッセージとして残
り続け、今でも春になると私の暮らす里山にも当時の光景を映し出すことができるのです。それは私にとっ
てのあらたな山桜と藤の花のイメージの創造です。私はこのイメージを再構築する力が想像力だと考えます。
私たちは心を揺り動かされたとき、それを記憶に留めたい、誰かに伝えたいと思うものです。その願いが

観た者の五感身体を通して、感動の再生産がなされたとき、感動は新たなメッセージ（イメージ）として他
者と共有できるようになるでしょう。そしてさらに新たなイメージを他者が作り出すことも可能となること
でしょう。イメージの共有が想像力を喚起し、新たな創造を生み出す、そのことが社会に共感や調和や、そ
して様々な技術の進化や発見をもたらす原動力と考えるならば、私たちは手軽に他人の経験や言葉、創造物
を丸呑みしないことが必要なのではないでしょうか。想像力は五感が観たメッセージの余白に私自身のイ
メージを与えていくことと考えます。その時私は自分の言葉や音や映像を持つことになるのでしょう。
見渡す限りの満開の桜、小高い丘の全てが芝桜の群生、埋め尽くすネモフィラの花、コキアの赤、藤の花

のトンネル。右も左も上を向いても３６０度同じ植物の花の満開の姿に、私は何をイメージすれば良いので
しょうか。そこには私の想像力を働かせることのできる余地は寸分もありません。ただただ数に圧倒され口
をぽかんと開けるだけで思考停止状態に陥ります。「どうだ、マイッタカ」と言われるままに、せめてスマ
ホにその光景を記録させるだけで、花の大群の圧力にひれ伏すしかありません。その時私が見たものはスマ
ホに保管されるだけであり、私の中にイメージの記憶が残される余地を与えてくれないのです。
鯉のぼりは大空をゆったりと、屋根より高く♪大きいまごいはお父さん小さいひごいは子供たちおもし

ろそうに泳いでる♪はずなのに、最近は鯉が川の向こう岸からこちら岸までびっしりと幾重にもぶら下
がっている光景ばかりが目に入ります。大空を泳ぐのでなく空中に吊り下げられているのです。鯉のぼりは
男の子の健康な成長を願うと伴に、少し保守的な言い方になりますが、家族に男の子が生まれたことで、伝
統的な家父長制度の継承がこの家族にも可能になったことを喜ぶ行事なのではないでしょうか。もちろん現
代ではそんなことを考えて鯉のぼりを揚げる人は皆無でしょうが、それにしてもただただ地面に向かって垂
直にブラ下がる大量の鯉のぼりの屍に、私たちは何を託そうとしているのでしょうか。「願い」がないとこ
ろには創造はなく、ただ現実の目に映る光景を無批判、無条件に受け入れるほかないのです。その光景から
は私が何らかのメッセージ（イメージ）を受け取ることはできません。だからそこには私のお釈迦さまの姿
は見えてこないのです。信行の道もみえてきません。私にとってその光景は何もない光景と同じなのです。
経をどのように読めば良いかと言う問いかけを受けることがあります。理性で読むのか、論理で読むのか、

無分別無差別に読むのか、倫理観で読むのか、教義として読むのか、文学として読むのか、全てを信じて読
むのか、懐疑的に読むのか、私はどれも当てはまると思いますが、経をひとつの読み方の枠の中で読むこと
はとても偏狭な読みに陥ってしまう危険があります。私の読み方は上記した読み方の全ての読み方で読みま
す。異なるそれぞれの読み方で私が受持することはただひとつ、それはお釈迦さまの「願い」を聞くと言う
ことです。お釈迦さまは私たちに何を願っているかのメッセージ（イメージ）を受持し、そのイメージを私
自身の身体を通して「信行」の道に替えていくことが、私の経を読むことです。そしてお釈迦さまから受け
取った声、メッセージ、イメージを日々の生活の中で具体的な信行の形に変えていくためにはたらく力が想
像力です。私の生きる社会を取り囲む様々な他者、環境、出来事の全てが私の想像力と融合したとき、私の
信行は歩み出し始めます。つまり想像力は構想力、共感力、協働力、共棲力となって私に働きかけるのです。
私が今までに法華経を百回を超える回数を読み続ける理由は、読むことでお釈迦さまの願いを日々新たに

更新し、刻々と変わりゆく私を囲む環境への想像力も更新していくことにあります。私がお釈迦様の願いを
毎日聞き、信行の毎日を更新していくメッセージは方便品第二にあるこの言葉に尽きます。「諸仏世尊は、
衆生をして仏知見を開かしめ清浄なることを得せしめんと欲するが故に、世に出現したもう。衆生をして仏
知見を示さんと欲するが故に、世に出現したもう。衆生をして仏知見を悟らしめんと欲するが故に、世に出
現したもう。衆生をして仏知見の道に入らしめんと欲するが故に、世に出現したもう。舎利弗、是れを諸仏
は唯一大事因縁を以ての故に世に出現したもうとなづく。」仏がこの世に出現した目的は、衆生の全てが仏
となるためであると述べているのです。これがお釈迦さまの願いであり私たち衆生へのメッセージです。こ
のメッセージが私の身体を通して日々想像力によって再構築された信行が私の安らぎの処への歩みなのです。
前回に続き再び道元の「峰のいろ谷のひびきも皆ながらわが釈迦牟尼の声と姿と」の和歌です。森羅万象

の声は全てお釈迦さまのメッセージです。それを私たちは受け取り想像力によって日々私が求められる行を
更新し実践すること、それが安らぎの処へ向かって生き続けることだと私は信じています。


